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９日（月）午後に、ハサン・ムラット・メルジャン駐

日トルコ大使一行が本校を訪問されました。これは、こ
の２月１日に学校長らがトルコ大使館を訪問した際に話

があり、実現したものです。この日は、５限の「紀伊半
島探究」と「比較文化探究」の合同授業の参観のあと、
６限に全校生徒対象のご講演を頂きました。

今回は駐日大
使が日本の高校

を訪問し講演さ
れるという、大
変貴重な機会と

なりました。ま
た生徒たちは講
演内容にも感銘

を受けたようで
す。以下は講演

を聞いての感想
文の抜粋です。

「トルコに来た際には、トルコ人に日本人だというこ

とを伝えて下さい。そうすれば、トルコ人は必ず親切に
してくれます。」という言葉でした。それを聞いて、百

年以上も前の出来事が、トルコでも今もなお受け継がれ
ていると思うと、私も日本人として当時の歴史を受け継
いでいく一人として、の自覚を持たなければならないと

思いました。（中略）講演をとおして、トルコの文化と
の違いや、串本とトルコの交流をあらためて深く知るこ
とができました。事件があった当時から現在まで続いて

いる交流は、この時の献身的な救助活動がなければなか
ったと思うと、その時にいた方々に自然と感謝の気持ち

がわいてきます。串本は人口も少なく、町も小さいです
が、こんな歴史が身近にある串本にいることを誇りに思
いました。（３Ｃ北浦佑菜）

講演の最後に生徒会長の伊森さんがトルコ語で謝辞を
述べました。少し長いスピーチでしたが、うまく思いを

伝えることができたと思い
ます。会のあと伊森さんは
、「トルコ語には独特のイ

ントネーションがあったり
英語とは全く違う発音があ
ったりで難しかったけど、

本番ではしっかりと笑顔で
言うことができてよかった

」、「日本語とトルコ語は
同じ並びで、音声や意味で
も同じ言葉があるので、こ

こでも日本とトルコとの間
に何か見えない絆があるの

かもしれないと思いました
。」、「今回の交流がトル
コと日本の関係をもっと深

めるものになるといいなと
思いました。」と語ってく

れました。
引き続き２学期以後もトルコ大使館から授業等でご協

力頂きます。どうぞよろしくお願いします。

今年から始まった科目の一つに「串本デュアル」があ

り ま す 。 こ の 授 業 で は ２ 学 期

に 、 三 ヶ 月 程 度 の 職 場 実 習 を

行います。選択生は１３日に、

実習先へご挨拶に行きました。

今 年 度 は １ ０ カ 所 の 事 業 主 様

に ご 協 力 い た だ い て い ま す 。

ご迷惑をかけると思いますが、

どうぞよろしくお願いします。

１０日・１１日に 球技大

会が行われました。 今年も

３年生は恒例のお揃 いのＴ

シャツを着用し、よ り一体

感を高めて参加しま した。

今年は初の試みとして、

男女混合の競技を実 施しま

した。競技の結果は 、右の

とおりです。

１位 ２位 ３位

混合バレー ３Ｂ ３Ａ ２Ａ

混合ドッジボール ３Ａ １Ａ ２Ｄ

男子卓球 ３Ｃ ２Ｃ ２Ａ

塩地 神浦 菊地

甲山 久保 山本

女子卓球 １Ａ ２Ｂ １Ｂ

花尻 坂本 坂地

吉川 馬場 神浦

男子バドミントン ３Ｂ １Ａ １Ｂ

貝塚 上地 村山

潮崎 平野 橋野

女子バドミントン ２Ｂ ２Ｃ １Ｂ

青木 白野 神浦

橋本 前島 宮本

今年は例年にない暑さの中での開催となりました。参加

したみなさん、ご苦労様でした。

１２日（木）に２年生は、校外進路学習を実施しまし

た。これは総合的な学習の時間の授業の一環として実施

したもので、進学希望者はマイナビ進学フェスタ（進学

説明会）へ、就職希望者は株式会社インテリックスと株

式会社松源への企業見学を行いました。何れも学校とは

違う雰囲気の中で、多くのことを学ぶことができました。

ご協力いただいた両社の皆様、ありがとうございました。


